
（別添） －

【費用対効果の算定内容】
１．費用対効果の算定根拠

２．事業全体の投資効率性

(1)道路整備に要する費用（便益を算出する事業延長Ｌ＝ ｋｍ）
○C：総費用＝ 百万円
○総費用算出根拠

（単位：百万円）

(2)道路整備による便益
○B：総便益＝ 百万円 B'：修正総便益＝ 百万円
○総便益算出根拠

（単位：百万円）

３．残事業の投資効率性

(1)道路整備に要する費用（便益を算出する事業延長Ｌ＝ ｋｍ）
○C1：総費用＝ 百万円
○総費用算出根拠

（単位：百万円）

(2)道路整備による便益
○B1：総便益＝ 百万円 B1'：修正総便益 百万円
○総便益算出根拠

（単位：百万円）

【費用対効果分析の結果】
（事業全体）
　費用便益比 Ｂ／Ｃ（再評価時点・事業全体）＝ ／ ＝
　修正費用便益比 Ｂ'／Ｃ（再評価時点・事業全体）＝ ／ ＝
（残事業）
　費用便益比 Ｂ1／Ｃ1（再評価時点・残事業）＝ ／ ＝
　修正費用便益比 Ｂ1'／Ｃ1（再評価時点・残事業）＝ ／ ＝

整理番号 H24 7
《費用対効果分析説明資料》

事業名 道路改築事業（県道改築事業） 地区名等 名川階上線（剣吉踏切）

　算定の考え方は「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針（平成20年6月国土交通省」による。また、具体
の算定手法については、「費用便益分析マニュアル（平成20年11月　国土交通省道路局　都市・地域整備局）」及び
「道路事業における県独自の費用便益分析実施要綱（平成２２年３月　青森県）」によった。
　本マニュアルにおいては、社会的余剰を便益（Ｂ）とし、整備に係る総費用及び維持修繕費を現在価値に割り引い
たものを費用（Ｃ）として評価するものである。
　再評価においては、技術指針の考え方により、「事業全体の投資効率性」と、再評価時点までに発生した既投資分
のコストや既発現便益を除いた「残事業の投資効率性」の両者にによる評価をするものとした。

0.56
1,559

　道路整備に要する費用から消費税及び用地取得に要する費用を除いたものに、供用後50年間の維持管理費
を加えたものを現在価値化したもの。

費用区分 事業費 用地費 維持修繕費 総費用
単純合計 1,645 973 105 777
現在価値 1,638 113 34 1,559

1,236 1,806

　道路整備によりもたらされる社会的余剰として、整備後50年間、各項目について整備があった場合の費用から
整備がなかった場合の費用を除いた額を便益として、それぞれ現在価値化したものの合計。

便益区分 時間短縮 走行費用減少 交通事故減少 冬期 防災
初年便益 28 2 0

総便益 地域修正係数 修正総便益

現在価値 441 26 0 114
30

0.56
606

　道路整備に要する費用から消費税及び用地取得に要する費用を除いたものに、供用後50年間の維持管理費
を加えたものを現在価値化したもの。

1,8061,236 1.461655

費用区分 事業費 用地費 維持修繕費 総費用
単純合計 688 240 105 553
現在価値 600 28 34 606

1,236 1,806

　道路整備によりもたらされる社会的余剰として、整備後50年間、各項目について整備があった場合の費用から
整備がなかった場合の費用を除いた額を便益として、それぞれ現在価値化したものの合計。

便益区分 時間短縮 走行費用減少 交通事故減少 冬期 防災 総便益 地域修正係数 総便益
初年便益 28 2 0 30
現在価値 441 26 0 114 655 1,806

1,236百万円 1,559百万円 0.79

1,236 1.461

1,806百万円 606百万円 2.98

1,806百万円 1,559百万円 1.16

1,236百万円 606百万円 2.04
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境
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生
の
改
変
（
造
成
、
敷
地
整
備
）
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の
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）
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形
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盤
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に
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入
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響
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配
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。

地
形
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、
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。

地
形
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改
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う
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砂

流
出
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よ

る
河

川
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湖
沼

、
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水
質

汚
濁
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防

止
や

適
切

な
沈
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緑

地
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の

緩
衝
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。
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、
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・
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ど
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名
：
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）
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に
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め
る
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開
発
事
業
等
に
お
け
る
環
境
配
慮
指
針
チ
ェ
ッ
ク
表
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ど
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ど
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。
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[全体計画図]

(1)事業実施個所位置図

(2)詳細位置図

剣吉踏切工区

剣吉踏切工区

Ｌ＝５６１m

南部町役場

名久井農工

福田小学校

福地中学校
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(3)全体計画平面図

[構造図]

○標準横断図

現道

改良済

舗装済

Ｈ２４実施箇所

Ｈ２５以降実施箇所

（凡例）

3,2502,500

14,500

全体延長 L=561m

青
い
森
鉄
道

馬淵川

至 八戸市

至 剣吉駅

至 三戸駅

至
三
戸
町

至 八戸市

104

剣吉踏切

軽米名川線

至 軽米町

H24用地補償

3,2501,500 1,500 2,500
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[現道の交通状況]
①

②

③

・歩道が一部未整備で歩行
者の安全が確保されていな
い。

・踏切部で変則五差路と
なっており、安全な通行が
確保されていない。

・変則交差点及び幅員狭小
により、渋滞が発生
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